
決算報告
令和元年度

　９月の定例議会で、令和元年度の一般会計と２つの公営企業会計、
３つの特別会計の決算が認定されました。その主な内容をお知らせ
します。

問い合わせ　総務課
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一
般
会
計
決
算
額
の
収
入
と
支
出
の

差
引
額
か
ら
、
令
和
2
年
度
に
繰
り
越
す

必
要
が
あ
る
財
源
の
1
億
３
６
１
７
万

円
を
除
い
た
実
質
収
支
額
は
3
億
490
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
純
粋
な
収
支
を
表
す

単
年
度
収
支
は
２
９
２
1
万
円
の
黒

字
で
（
表
１
）、
実
質
単
年
度
収
支
は

３
２
０
6
万
円
と
な
り
（
表
２
）、
平
成

27
年
度
以
来
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
状
況
の
余
力
を
示
す
経

常
収
支
比
率
（
※
１
）は
、
前
年
度
に
比

べ
１・5
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、91・9
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
（
図
１
）。

　

収
入
総
額
は
108
億
５
６
５
６
万
円
と

な
り
、
前
年
度
よ
り
2
億
7
万
円
増
加
し

ま
し
た
。
前
年
度
と
比
べ
、
自
主
財
源
の

個
人
町
民
税
や
固
定
資
産
税
が
増
加
し
、

基
金
か
ら
の
繰
入
金
は
減
少
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
や
県
な
ど
か
ら
の
依
存
財

源
は
地
方
交
付
税
や
地
方
消
費
税
交
付

金
な
ど
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
幼
児
教

育
・
保
育
無
償
化
に
伴
う
、
児
童
福
祉

費
や
町
営
住
宅
三
吉
団
地
の
建
設
に
か

か
る
国
県
支
出
金
が
増
加
し
ま
し
た
。

な
お
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら
の
借
入
金

で
あ
る
町
債
は
、
前
年
度
に
比
べ
減
少

し
て
い
ま
す
。

平成 30 年度
実質収支額（A） 2 億 7,570 万円

令和元年度
実質収支額（B） 3 億 490 万円

表１　単年度収支の算出

単年度収支額
（B － A） 2,921 万円

※当該年度と前年度の実質収支の差額
※千円以下は四捨五入

単年度収支額（Ｃ） 2,921 万円

財政調整基金積立額（Ｄ） １億 5,285 万円

財政調整基金取崩額（Ｅ） １億 5,000 万円

表２　実質単年度収支の算出

実質単年度収支額
（Ｃ＋Ｄ－Ｅ） 3,206 万円

※単年度収支額に財政調整基金への積み立て分を追加
し、取り崩し分を引いた額

※ 1　経常収支比率
財政状況の余力を示す数値。人件費などの経常的に支出さ
れる経費と、町税などの経常的に収入される一般財源との
比率。数値が低いほど財政状況に余力があるとされている。

主
な
収
入
の
状
況

令
和
元
年
度
の
収
支
に
つ
い
て



お知らせ
Information

※人口と産業構造が
岡垣町に近い市町村
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図１　経常収支比率の推移

決算報告令和元年度

人件費
12.8％

扶助費
20.7％

公債費
6.5%

物件費
14.1％

維持補修費  0.5%

補助費等
17.0%

一般会計支出総額
104 億
1,549 万円

普通建設
事業費
11.1%

災害復旧
事業費
0.9%

積立金
2.6％

投資・出資・貸付金
0.5％ 繰出金

13.3%

93.4

91.9

支 出

平成 30 年度の全国類似
団体平均に近づいた

　

支
出
総
額
は
104
億
１
５
４
９
万
円
と

な
り
、
前
年
度
か
ら
1
億
７
１
８
3
万

円
増
加
し
ま
し
た
。

　

前
年
度
と
比
べ
、
人
件
費
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
社
会
保
障
費
な
ど
の
扶
助

費
や
繰
出
金
、
町
債
の
返
済
金
に
あ
た

る
公
債
費
が
増
加
し
た
ほ
か
、
町
営
住

宅
建
設
事
業
費
や
町
内
全
て
の
小
中
学

校
の
空
調
設
備
の
整
備
な
ど
で
普
通
建

設
事
業
費
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
年
度
末
に
か
け

て
先
行
き
が
不
安
な
経
済
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
町
で
は
将
来
に
わ

た
り
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、

事
業
の
成
果
を
継
続
的
に
検
証
し
な
が

ら
、
前
年
度
に
引
き
続
き
「
行
政
改
革

推
進
計
画
」を
着
実
に
実
行
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る

充
実
を
は
じ
め
、
町
の
住
み
よ
さ
を
よ

り
高
め
て
い
く
こ
と
で
「
住
み
た
い
と

選
ば
れ
る
」、「
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
」、「
み
ん
な
が
輝
け
る
」ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

な
お
、
主
な
取
り
組
み
の
内
容
は
4

ペ
ー
ジ
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

※
表
示
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い

る
た
め
、
差
引
額
な
ど
が
一
致
し
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

主
な
支
出
の
状
況

令
和
元
年
度
の
主
な
取
り
組
み

一般会計収入総額

各種
交付金
5.6%

地方交付税
22.7%

国県支出金
24.2%

町税
27.3％

町債  5.4%

繰入金
4.7%

地方譲与税  0.9%

その他  4.2%

使用料及び
手数料  1.2%

繰越金 3.8％

108 億
5,656 万円

収 入
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の充実を目指して

認定こども園の
施設整備の支援

　待機児童の解消に向けて、認定こども園
の施設整備を支援しました。

2億9,403万円

子育てサービス

■ため池・農業用水路の整備� 4,492万円
■波津漁港泊地の浚渫� 3,541万円
■商工業の振興� 1,912万円
■企業誘致の取り組み� 780万円
■観光振興� 3,672万円
� など

■道路や橋の環境整備� 1億 3,904万円
■町営住宅の整備� 1億 8,782 万円
■定住促進対策� 5,419 万円
■コミュニティバスなどの運行� 5,681 万円
■障害福祉サービスの実施� 9 億 1,173 万円
� など

HardHard
ーハードー

よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

　児童福祉の指針となる「エンゼルプラン」と、教育・
保育などの今後の方針を定めた「第2期子ども・子育て
支援事業計画」を策定しました。また、「子育て世代包括
支援センター」と「子ども家庭総合支援拠点」を設置し、
子育て支援サービスを提供する体制を強化しました。

計画の策定と
体制の強化

826万円

PlanPlan
ープランー

　令和元年10月からの幼児教育・保育無償化に対応し
つつ、保育所や幼稚園などとの連携を強化し、安定的で
良質なサービスの提供に向けた取り組みを進めました。

5億5,460万円

保育サービス
の充実

SoftSoft
ーソフトー

4広報おかがき　2020.11



　各取り組みが、第５次総合
計画の「まちの将来像」のど
の分野に当てはまるかを、右
のアイコンで示しています。

輝き
安全安心

心の豊かさ
計画の推進

そのほかの取り組み

■子ども医療費の支援� 1 億 2,156 万円
■こども未来館の運営� 2,689 万円
■学童保育所の運営� 5,049 万円
■英語教育の充実� 1,709 万円
■岡垣サンリーアイの管理運営� ２億 4,219 万円
� など

■自治公民館活動の支援� 2,614 万円
■コミュニティ活動への支援� 813 万円
■ボランティアセンターの運営� 639 万円
■広報おかがきの発行など� 495 万円
■おかがき応援寄附金事業の推進� 2,101 万円
� など

防災体制の充実

　災害などの緊急情報や地域情報を速やかに住民に伝える地
域情報伝達無線システム「でんたつくん」の適正な管理運用を
はじめ、大規模災害に備えた防災訓練など防災体制の充実を
図りました。

2,911万円

決算報告令和元年度

　住民の皆さんに松原への関心を、よりもって
もらえるように、松原の可視化に向けた整備を
行いました。また、三里松原防風保安林保全対
策協議会などによる保全活動を支援しました。

295万円

三里松原の保全

第
６
次
総
合
計
画
の
策
定

　まちづくりの方向性を示す「第6次
総合計画」の策定に向けて、住民ア
ンケートなどにより、これまでの施策
の評価や現状の把握を行いました。

572万円

2億5,981万円
　近年の異常な猛暑に対応し、小
中学校での快適な学習環境を整え
るため、町内の全小中学校に空調
設備を整備しました。

小中学校の
施設整備
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図４　基金残高・町債借入金残高の推移

　

岡
垣
町
で
は
近
年
、
基
金
残
高
が
減

少
し
、
町
債
残
高
が
増
加
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
元
年
度
は

財
政
調
整
基
金
（
※
2
）の
残
高
を
維

持
す
る
こ
と
と
町
債
残
高
を
増
加
さ
せ

な
い
こ
と
を
目
標
に
、「
行
政
改
革
推
進

計
画
」の
実
行
や
事
務
事
業
の
ス
リ
ム

化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
令
和
元
年
度
の
決
算
で
は

財
政
調
整
基
金
の
残
高
を
維
持
す
る
こ
と

基
金
と
町
債

が
で
き
、
町
債
残
高
は
微
減
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
一
定
程
度
の
成
果
が
得
ら
れ
、
収

支
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
財
政
調
整
基
金
以
外
の
す

べ
て
の
基
金
で
見
る
と
、
基
金
総
額
は

減
少
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
基

金
を
５
億
385
万
円
取
り
崩
し
た
（
図
2
）

た
め
、
基
金
残
高
は
前
年
度
と
比
較
し

て
2
億
３
４
２
3
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
令
和
元
年
度
の
町
債
借
入

額
は
5
億
８
９
９
６
万
円
で
（
図
3
）、

町
債
借
入
金
残
高
は
前
年
度
末
よ
り

４
４
０
９
万
円
減
少
し
ま
し
た
。
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図２　基金取り崩し額の推移

図３　町債借入額の推移

※２　財政調整基金
年度間の財源の不均衡を調整するために設置した積立金。不況な
どによる大幅な減収や災害の発生など予期せぬ支出の増加に備え、
財源に余裕がある年度に積み立てを行い、不足する年度で活用する。

― 
基
金
残
高
の
維
持
と
町
債
残
高
の
縮
減 

―

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
目
指
し
て
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82.6 億円
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公営企業会計・特別会計
令和元年度

　２つの公営企業会計と３つの特別会計の令和元年度決算額をお知らせします。

特別会計

■国民健康保険事業
収　入　 32 億 9,404 万円
支　出　 32 億 7,297 万円
　国民健康保険加入者の保険給付や保健事業を行
う会計です。主な収入は加入者の保険税や県からの
補助金、一般会計からの繰入金３億 6,439万円な
どがあります。主な支出は保険給付費23 億 1,215
万円、国民健康保険事業費納付金 7億 7,117 万円
などです。
　なお、令和元年度は 2,107 万円の黒字となり、
令和 2年度に繰り越しました。

■後期高齢者医療事業
収　入　５億 8,555 万円
支　出　５億 6,992 万円
　後期高齢者医療制度の保険料の徴収などを行う会
計です。主な収入は保険料と一般会計からの繰入金。
主な支出は後期高齢者医療広域連合への納付金です。

■住宅新築資金等貸付事業
収　入　631 万円
支　出　631 万円
　町債の償還が終了し、特別会計を廃止しました。貸付
金の未収分は一般会計に移行し、今後も回収を行います。

公営企業会計

※収支金額は税抜きの金額。資本的収支の不足額は、公営企業に留保している資金で補っています。

■水道事業

　皆さんに安定して町自慢の「おいしい水」を供給す
るための会計です。主な収入は水道料金。主な支出
は水道の施設工事費や浄水場・配水池の維持管理
費です。

■収益的収支　収　入　４億 8,396 万円
支　出　４億 5,779 万円

■資本的収支　収　入　１億 7,981 万円
支　出　３億 6,154 万円

　快適な生活を送るための下水道の整備や維持管理
を行うための会計です。主な収入は下水道使用料や受
益者負担金、一般会計からの繰入金。主な支出は下
水道の施設工事費や浄化センターの維持管理費です。

■下水道事業
■収益的収支　収　入　９億 4,529 万円

支　出　８億 4,008 万円
■資本的収支　収　入　４億 1,931 万円

支　出　６億 2,980 万円

決算報告令和元年度

　

少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
費
や

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
管

理
・
更
新
経
費
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
収
束
が
見
通
せ
ず
、
税
収
や
国
か

ら
の
交
付
金
な
ど
の
収
入
の
減
少
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
感
染
症
の
拡
大

防
止
対
策
や
新
し
い
生
活
様
式
へ
の
対

応
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
に
支
出
が
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
今
後
は
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
第
５
次
総
合
計
画
の

最
終
年
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
第
５
次
総

合
計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
や

今
後
の
課
題
を
十
分
に
検
証
し
な
が
ら
、

第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
後
は
急
速
に
進
む
少
子

高
齢
化
な
ど
、
町
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
や
現
在
の
社
会
情
勢
に
対
応
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
の
は
持

続
可
能
で
健
全
な
財
政
運
営
で
す
。
収

入
の
確
保
や
、
よ
り
効
率
的
な
事
業
の

実
施
な
ど
で
支
出
削
減
の
取
り
組
み
を

継
続
し
な
が
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
長

期
的
な
視
点
で
の
健
全
な
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
た
め
に

今
後
の
見
通
し
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